
1
Copyright© Renewable Energy Institute. All Rights Reserved.

日本における系統用蓄電池：
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自然エネルギーの大量導入と蓄電池

変動性自然エネルギーの大量導入に求められる 柔軟性 を提供できる技術

連系線による広域運用

揚水発電 ディマンドレスポンス

合理性がある形での自然エネ電力の出力抑制

電力の過剰供給分を充電、不足時に放電
1 秒未満の単位で高速応答

送配電網の混雑を緩和・送電投資を節約

周波数制御や電圧維持に寄与

非常用電源やブラックスタートにも対応

擬似慣性の提供

火力や水力の出力調整運転

蓄電池
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世界で注目される蓄電池技術

世界で導入拡大ーコスト低下

出典：国際再生可能エネルギー機関（IRENA）”Renewable Power Generation Costs in 2024” Figure 9.2
日本語は自然エネルギー財団追加

世界の系統用及び自然エネルギー併設型蓄電池の単年度導入量と事業費用の推移

https://www.irena.org/-/media/Files/IRENA/Agency/Publication/2025/Jul/IRENA_TEC_RPGC_in_2024_2025.pdf
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世界で注目される蓄電池技術

さらに導入拡大の見通し

出典：国際エネルギー機関（IEA）”World Energy Outlook 2025” Figure 5.13

世界の蓄電池導入量（出力｜累積・単年）

2020-2024年：実績
2030年、2035年：

STEPSシナリオ見通し

https://iea.blob.core.windows.net/assets/9753df19-0a71-422a-b725-012c555763b3/WorldEnergyOutlook2025.pdf
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自然エネルギー財団の系統用蓄電池レポート（2026年5月）

第1章 系統用蓄電池の現状と問題

概況／系統接続待ちの問題／電力市場での運用と収益源の問題

第2章 自然エネルギー併設型蓄電池と需要家併設型蓄電池
の現状と問題

第3章 定置用蓄電池共通の問題と可能性

蓄電池のコストと経済安全保障／NIMBY問題の懸念

グリッドフォーミングインバータへの期待／長期エネルギー貯蔵への関心

第4章 系統用蓄電池の事業拡大に向けた政策提言
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系統用蓄電池への関心の高まりー系統接続

関心が急拡大。接続済みは約0.84GW（2026年3月現在）

系統用蓄電池の系統接続の検討受付と契約申込みの状況（出力ベース）

出典：資源エネルギー庁データ、一般送配電事業者公表データ（2026年3月時点）を基に、自然エネルギー財団作成
契約申込み数は全国合計
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運転開始済み案件の傾向

※ 財団調べ、2026年3月現在（推測含む）

案件数：2MW以下がほぼ8割（2-10MW未満案件の9割は2MW）

出   力：少数の大規模案件の存在感大

系統用蓄電池の出力規模別の割合（案件数、出力）

出典：レポート表1のデータを基に自然エネルギー財団作成
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系統接続待ちの長期化

なぜ長期化？

申請の急増→一般送配電事業者が順番に対応（先着順）

プロジェクト数の増加 ＋ 事業化の確度が低い段階で複数申請

申請してみないと接続の可否や工事費負担金の概算が分からない

国による規律強化策

①事業用地に関する書類の提出

・接続検討申込時：事業用地に関する書類の提出

・契約申込時：使用権原を証する書類の提出 

②申請事業者の系統増強・費用の受容度の提示

接続検討申込時に、上位系統増強の受容性の有無や工事費負担金の上限額を予め提示、
一般送配電事業者が速やかに回答

③保証金の増額／工事費負担金の分割払いの初回増額

④申請数の上限設定
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電力市場での運用と収益源

発電することができる能力
（供給力、kW）

実際に発電された電気
（電力量、kWh）

短時間で需給調整できる能力
（調整力、ΔkW）

卸電力市場

容量市場

需給調整市場

出典：資源エネルギー庁「次世代の電気事業の在り方と電気事業を取り巻く状況」経済産業省 総合資源エネルギー調査会 電力・ガス事業
分科会 次世代電力・ガス事業基盤構築小委員会（第1回、2025年5月23日）資料5、p.48を基に自然エネルギー財団作成

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/jisedai_kiban/pdf/001_05_00.pdf
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電力市場での運用と収益源

• 需給調整市場ー現状の収益の中心、制度変更が頻繁に発生（ex.募集量変更、上限価格引下げ）

• 卸電力市場（前日スポット市場・アービトラージ）ー 市場の価格差を収益化、現状では割合小

• 容量市場／長期脱炭素電源オークション

国の導入支援事業により導入された系統用蓄電池案件における直近の収益構造

原典注：令和3年度補正、令和4年度補正予算事業により導入された系統用蓄電池のうち、運転開始済み案件における2024年度に得られた総収入の内訳。
なお、系統用蓄電池の中には容量市場で落札しているものもあるが、容量市場は主として4年後の供給力の提供を約束する仕組みであるため、調査対
象事業はまだ実需給年度が到来しておらず、収入が発生していないことに留意が必要。

出典：資源エネルギー庁「分散型エネルギーリソースの導入見通し 及び課題等を踏まえた施策の方向性」経済産業省 総合資源エネルギー調査会 省エネル
ギー・新エネルギー分科会 再生可能エネルギー大量導入・次世代電力ネットワーク小委員会／電力・ガス事業分科会 次世代電力・ガス事業基盤構築
小委員会 分散型エネルギー推進戦略ワーキンググループ（第2回、2026年3月6日）資料5、p.23

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/jisedai_kiban/distributed_energy_wg/pdf/002_05_00.pdf
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/jisedai_kiban/distributed_energy_wg/pdf/002_05_00.pdf


11出典：資源エネルギー庁「次世代の電気事業の在り方と電気事業を取り巻く状況」（2025年5月23日、本資料10に同じ）p.56

• 「既存電源の退出・新規投資の停滞により供給力が低下」との問題意識から、大型の脱炭素電源への新規投資を
促進するべく、2023年度から開始。

• 電源種混合の入札を実施、落札電源には、固定費水準の容量収入を原則20年間得られることとすることで、巨額
の初期投資の回収に対し、長期的な収入の予見可能性を付与。

• “脱炭素への移行電源”としてLNG専焼火力も別枠で対象に。

（参考）長期脱炭素電源オークション

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/jisedai_kiban/pdf/001_05_00.pdf
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出典：電力広域的運営推進機関「容量市場 長期脱炭素電源オークション約定結果（応札年度：2023年度）別紙：落札電源」「同（応札年度：2024年度）」

「同（応札年度：2025年度）」を基に自然エネルギー財団作成
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https://www.occto.or.jp/market-board/market/oshirase/2024/files/240426_longauction_youryouyakujokekka_kouhyou_besshi_ousatsu2023.pdf
https://www.occto.or.jp/market-board/market/oshirase/2024/files/240426_longauction_youryouyakujokekka_kouhyou_besshi_ousatsu2023.pdf
https://www.occto.or.jp/market-board/market/oshirase/2024/files/240426_longauction_youryouyakujokekka_kouhyou_besshi_ousatsu2023.pdf
https://www.occto.or.jp/market-board/market/oshirase/2024/files/240426_longauction_youryouyakujokekka_kouhyou_besshi_ousatsu2023.pdf
https://www.occto.or.jp/market-board/market/oshirase/2025/files/250428_longauction_youryouyakujokekka_kouhyou_besshi_ousatsu2024.pdf
https://www.occto.or.jp/market-board/market/oshirase/2025/files/250428_longauction_youryouyakujokekka_kouhyou_besshi_ousatsu2024.pdf
https://www.occto.or.jp/market-board/market/oshirase/2025/files/250428_longauction_youryouyakujokekka_kouhyou_besshi_ousatsu2024.pdf
https://www.occto.or.jp/assets/various/capacity-market/jitsujukyukanren/2025_boshuyoukou_long/260513_longauction_youryouyakujokekka_kouhyou_besshi_ousatsu2025.pdf
https://www.occto.or.jp/assets/various/capacity-market/jitsujukyukanren/2025_boshuyoukou_long/260513_longauction_youryouyakujokekka_kouhyou_besshi_ousatsu2025.pdf
https://www.occto.or.jp/assets/various/capacity-market/jitsujukyukanren/2025_boshuyoukou_long/260513_longauction_youryouyakujokekka_kouhyou_besshi_ousatsu2025.pdf
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自然エネルギー併設型／需要家併設型蓄電池の現状と課題

自然エネルギー併設型

• FiP電源のタイムシフトにより売電収入やプレミアム収入を拡大 

• 設置場所の確保や系統接続手続が導入の障壁に 

• 出力抑制と市場価格のずれが運用や収益予測を難しく 

需要家併設型

• 自家消費拡大や電気料金削減、BCP対策に活用 

• 導入手続は比較的簡便、各種市場参入には制度面・技術面の難しさあり 

分散型リソースをまとめて運用するアグリゲーターの役割が重要

• 自然エネルギー調達手段としても期待あり
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定置用蓄電池共通の問題と可能性

コストと経済安全保障

世界的に低下／材料費の価格動向、サプライチェーンの課題

NIMBY（Not In My BackYard）問題の懸念

騒音、火災、等

グリッド・フォーミング・インバータ（GFM）への期待

慣性・電圧制御を提供可能、調達と収益化への期待

長期エネルギー貯蔵（LDES）への関心

海外で関心高まる（「曇天無風」対応等）

長期脱炭素電源オークション（第2、3回）で募集（6時間以上）、日本ではこれから
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政策提言

国の目標設定

情報の公開・共有

系統接続

予見性ある市場設計

ネガティブプライス検討

地域配慮ガイドライン

GFMインバータ

・導入量
・ウェルカムポイント・規模

・優先順位付け
・規律強化、デポジット制
・手続の標準化・デジタル化
・ノンファーム型接続

・需給調整市場

・認証基準
・系統連系要件
・サービス調達枠組み
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（参考）政策提言ー詳細①

全般

1 系統用蓄電池及び自然エネルギー併設型蓄電池の導入目標のエネルギー基本計画などでの明記

2 系統用蓄電池及び自然エネルギー併設型蓄電池の最新の導入量の定期的な公表

系統接続待ちへの対応

3 系統接続の申込状況、推奨される立地や容量に関する最新情報の定期的な公表

4
系統接続申請に際しての事業用地に関わる権利の厳格化、検討申込費用の増額とデポジット制度
化の検討

5 系統接続の審査において案件の優先順位を判断する仕組みの検討

6 系統接続手続きの一般送配電事業者間の標準化や申込みのデジタル化

7 順潮流（充電時）におけるノンファーム型の接続ルールの迅速な導入
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（参考）政策提言—詳細②

市場運用・事業収益

8 市場メカニズムを尊重した予見可能性を損なわない形での需給調整市場の制度設計

9 前日スポット市場へのネガティブプライス導入に向けた早急な検討

その他

10 系統用蓄電池の設置や運用における地域配慮ガイドラインの策定

11 GFMインバーターの認証基準や系統連系ルールの策定と慣性などを調達する枠組みの検討
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